重度傷病者に対する静脈路確保及び輸液、血糖値測定並びに低血糖発作症例へのブドウ糖溶液投与が出来る救急救命士も乗っています！
平成26年4月から救急救命士の業務範囲が拡大しました。
新たに追加された内容は大きく2つです。
1 心肺機能停止前の静脈路確保と輸液
2 血糖測定と低血糖発作症例へのブドウ糖溶液の投与
今までは、救急救命士が救急救命処置を行えるのは心肺機能停止状態になった傷病者だけと限定されていました。しかし今回の処置拡大で心肺機能停止前の重度傷病者に対して処置が出来るようになりました。この処置拡大により救急現場で適切な処置を行うことが出来れば、救命率を高め今まで救えなかった命が救えるようになることが期待されています。
　ただし、救急救命士が救急現場で薬剤の投与を行うには、所定の講習を受講するほか、病院実習を修了する必要があります。

　病院での実習には、患者様のご協力が必要です。大切な命を救うため、救急救命士の病院実習にご協力をお願いします。
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今回、救急救命処置に追加される静脈路確保及び輸液の対象は、心肺機能停止状態で

ない重度傷病者であって、ショックが疑われる又はクラッシュ症候群が疑われる若しくはクラッシュ症候群に至る可能性があるものである。

また、ブドウ糖溶液の投与の対象は、心肺機能停止状態でない重度傷病者であって、

血糖測定により低血糖状態が確認されたものである。
Q「血糖値測定はどんな時に行うのですか？」
A　意識障害が認められる患者で、血糖値測定を行うことで意識障害の鑑別や搬送先選定に利益があると判断される時に行うことがあります。
Q「ブドウ糖溶液はどんな薬ですか？」

A　ブドウ糖(体がエネルギーとして使う糖分)が溶け込んだ水溶液です。
Q「ブドウ糖溶液はどんな時に投与するのですか？」
A　15歳以上で、血糖値測定で血糖値が50ｍｇ/ｄｌ未満の時に投与することがあります。
Q「救急救命士の判断で投与できるのですか？」

A　ブドウ糖溶液投与は医師の指示(電話等)にて投与できます。医師の指示無くしては投与できません。
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